
教育目標 

 

◆学校教育目標 
知・徳・体の調和のとれた人格形成を目指すとともに、生涯にわたり、成長と発達を続けていこうと

する生きる力の基礎を養う。 

 

◆校訓 

「正義」「忍耐」「協力奉仕」 

 

◆目指す生徒像 
・命を尊び、心や体を鍛え、たくましく生きぬく生徒 

・深く考え、粘り強く自ら進んで学ぶ生徒 

・礼節を重んじ、豊かな心で周りと協力し奉仕する生徒 

 

◆本年度の重点努力目標 
ア 確かな学力を身に付けるために 

○基礎基本的な資質能力を土台として、主体的・対話的な深い学びとなる授業を進め、深く考え、

粘り強く学び続ける生徒の育成を図ります。 

○ＩＣＴ活用による個別最適な学びと協働的な学びの充実に努めます。 

イ 命を大切にし、たくましい心身を育てるために 

○道徳科授業の充実や道徳教育に努め、正義について考え、自他の命を大切にし、お互いを認め合

い、いじめのない温かな人間関係作りを進めます。 

○生徒が自己のよさや可能性に気付き、粘り強くそのよさを伸ばす自己指導力を身に付けるような

生徒指導を心がけます。 

○体育的行事、健康教育、部活動等を通して、生涯にわたる健康な心身の基礎をつくります。 

ウ 周りの人と協力し、社会に尽くす心を育てるために 

○小中連携の推進及び地域行事やボランティア活動への積極的な参加を呼びかけ、自己有用感、奉

仕の精神を醸成します。 

○挨拶、時間を守るなど、時と場に応じた正しい行動ができるようにするとともに、学習活動、学

校行事、生徒会活動等を通して、自ら考え協力して行動できる生徒の育成に努めます。 

エ 教育環境のために 

○ＳＣ、ＳＳＷ、生活支援員、関係諸機関等との連携を深め、特別な支援を必要とする生徒や不登

校など、さまざまな状況下の生徒が安心できる教育環境づくりに努めます。 

○ＨＰや学校だより等の情報発信に努め、家庭・地域と協力して生徒の健全育成を図ります。 

○ＩＣＴの校務活用を進め、教職員の健康とワークライフバランスを考えた働き方改革を推進しま

す。 


